
足寄町　道路ストック路面修繕計画

平成29年1月

足寄町　建設課



○修繕計画の背景と目的

【補修箇所及び工法の選定】
　点検データをもとに、わだち掘れ量、ひび割れ率を算出し、おおよその対
応工法を決定した。下表参照（北海道建設部土木局道路課　道路事業設計要領　H28.4一部改訂　9-33より）

足寄町路面修繕計画

【背景】
　平成２４年１２月に中央自動車道笹子トンネル内の天井板落下事故が発生
し全国的に社会インフラの総点検を速やかに実施することが求められてい
る。

【目的】
　本事業は定期点検（路面性状調査）の結果をもとに舗装の適切な補修を行
うことにより、舗装の長寿命化を図り、将来に渡り安全・安心な道路と、足
寄町の地域産業を支える健全な道路網を維持することを目的とする。

【事業内容】
　町内の重要な道路ネットワークの安全性・信頼性を確保していくために路
面修繕計画を策定する。
　舗装されている町道のうち12路線、延長52.6ｋｍの点検結果より、要対策
箇所となっている舗装路面の補修を行い第３者被害の防止を含め、移動円滑
化の促進、道路交通の安全を確保する。

【路面性状の評価】
　点検データをもとに、MCI（維持管理指数）、PSI（供用性指数）を算出
し、路面性状の評価を行い、整備対象区間を決定した。



：L=24.0㎞
：平成30年度～平成39年度迄

【調査路線】

【事業概要】
・ 延  長
・事 業 期 間



○対象路線位置図
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